
京都教育大学教育実践研究紀要　第8号　2008

算数・数学の授業力を持つ教員を育成する試み

守屋　誠司
(数学科)

An attempt at raising teaching ability in mathematics teachers and teacher trainees

Moriya Seiji

2007年11月30日受理

抄録:今日の教員養成カリキュラムやスタッフ数では,数学教育学を基盤とした算数科・数学科教育の指導

は難しい。特に小学校教員を目指す学生の数学教育の素養を高める必要があるが,学部の授業だけは不十分

である。そこで,現職教員の研修を充実させるという,大学卒業後のケアが重要となっている。筆者が取り

組む算数・数学の授業力を持つ教員を育てるための実践例を紹介した0
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I　はじめに

算数・数学の学力低下が言われて久しい。この論文が公になるころには,新学習指導要領が発表されているは

ずである。算数・数学の指導時間が増えて内容も1990年代の量に戻り,さらに,算数的・数学的活動が強化さ

れ,新しい内容が付加されていることであろう。喜ばしいことだが,これらの変化に学校現場の先生方が対応し

ていけるのかを心配する。今までの10年間は何だったのか,この間に学校教育を受けた子どもたちはどうなる

のだろうかという思いに至る教師は多いと思われる。なぜ,教員は学習指導要領が変わるたびに右往左往してし

まうのであろうか。おそらく,数学教育学を基盤にした数学教育の実践が行われていないためであろうと思われ

る。しかし,これを実践できる教員を養成しようとしても,今日の教員養成カリキュラムやスタッフ数で,学生

に数学教育学を基盤としながらの算数科・数学科教育の指導を行うことはかなり難しい。特に数学専攻以外の小

学校教員を目指す学生の数学教育の素養を高める必要があるが,叶えられないでいる。そのため,守屋(2007)で

も述べたが,大学教員は,卒業した学生のケアや現職教員の研修に積極的に関わり,それらを充実させなければ

ならないであろう。

本論文では,教員養成の問題点を指摘し,算数・数学の授業力がある教員をどのように育てるかについての試

みを述べる。

Ⅱ　大学での「数学教育(早)」教育関連科目の減少

私は, 1976年から1980年に,山梨大学教育学部の小学校教員養成課程にあたる教育科学科・数学科教育専修

(学部で「専修」という名称を使っていた)に在学した。当時の数学教育科目を振り返ると,通年で初等数学科教

育法(2単位)と中等数学科教育法(3単位),初等数学科指導法(2単位),小学校専門科目(算数)に相当する数

学緒論第Ⅲ (3単位)があった。また,半期単位では,数学緒論第i・n　各2単位),数学教育史(2単位),比較

数学教育学(2単位),数学学習の心理(2単位),初等数学教育特論(1単位),数学的認識論(2単位)があった。

これ以外の卒論用セミナーは,通年の数学科教育研究(2単位)であった。さらに,一般教養科目にも,数学や統計

学があり,小学校教員を目指す学生は,本人が希望すれば数学教育学や数学を大いに勉強することができた。
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30年たった今日では,例えば本学では,初等算数科教育と小学校教育内容(算数) (選択)がそれぞれ半期2

単位,さらに半期2単位の中等数学科教育i・n・m・ivがあるものの,筆者が学んだ時代と比べて授業科目数

は少なくなっている。特に小学校教員になる場合,大学4年間で半期2単位の初等算数科教育を取るだけで良い

という状態である。小学校教員2種免許状を取得する場合には,この授業を選択しなくて良く,在学中に全く数

学関連科目を履修しなくても小学校の先生になれるのである。さらに,筆者の大学時代は小学校の主免だけで6

週間あった教育実習が,現在は4週間になっている。当時は20時間近い教壇実習ができたが,現在は6時間程

痩,平成20年度からは更に少なくなる予定で4時間となる。このような状況は,他の教員養成系大学でも同様

であろう。

さて,この状況で卒業した学生は,卒業直後の4月には,担任となり算数の授業をしなければならない。しか

し,そんなことが可能なのであろうかと心配する。おそらく,小学校の若い先生方にしっかりとした算数科教育

を期待すること自体が現在では無理なのであろうと思われる。

打開策としては,せめて国語と算数の教科教育法は,通年にして, 4単位又は3単位を必修とすべきであると

考える。 1990年代の山形大学教育学部では小学校の教科教育法の全科目とも通年2単位が必修であった。その

気になれば,本学でも実行できるのであろう。ただし,本学でも初等教育実践論が平成20年度から開講され,

名目上は通年になる。しかし,教科教育の内容を深化させるというより,教科の指導方法を充実させるというこ

とに重きが置かれている。これ自体を否定するわけではないが,教科内容の理解が不十分のままで,指導方法だ

けが独立して上手になるのであろうかと疑問ではある。教科書に書いてある内容の背景や行間を理解したうえで

教科指導ができる者が,プロの教員と言えるのではないだろうか。残念ながら,本学卒業直後の教員に'70年代

の教科授業力を期待することは難しい。

横地(2006)は, 「数学教育は,普遍的な「数学教育学」を基盤として発展し実践されるものである」とし,

次に示した9分野ある数学教育学の専門分野を述べ,算数・数学の先生を目指す学生には,これらの内容を学ば

せる必要を説いている。

A　中心分野

Al :教育課程論(目標を含めて教育課程の研究をする),
A2 :教育内容論(分数の四則演算,空間幾何学など,個々の内容を研究する),

A3 :授業論(毎日の授業の研究をする),

Β　基礎分野

Bl:数学,　Β2:認知論

С　素養分野

C1 :日本の数学教育史, C2:世界の数学教育史・比較数学教育学, C3:数学の文化史, C4:数学史

横地氏は, 1976年　1988年に冒頭で述べた山梨大学で数学教育学の教授を務めていた。氏が在職中の数学教

育科目は,氏が理想とする内容に近かったのであろうと考えられる。山梨大学には2人の数学教育学教員がおり,

1学年12名の数学教育専修学部生がいた。入学時からこの専修に配属された学生らは, 1年次から数学教育に

関連する授業科目を履修する。そして,数学教育について専門的に学んだ小学校教員となる。なお,その他の専

修の学生でもその専修科目を専門とする小学校教員となるが,それでも,初等数学科教育法(必修2単位)と数

学緒論Ⅲ (小学校専門科目算数に相当,小専算数3科目の内の選択必修3単位)のそれぞれ通年の数学教育科目

を最低は履修していたのである。

ドイツ・バイエルン州のエラングン一二ユルンベルグ大学教育学部における教員養成カリキュラムを見ると,

日本の小学校にあたるダルントシューレ教員の養成では数学教育として,数学の初歩I ,数学の初歩I演習,数

学教育実地教育事前指導,数学教育教育実習事前指導,卒業試験用セミナー,数学の初歩Ⅱ,数学の初歩Ⅱ演習,

教育実習事前セミナー,数学教授実地教育演習,数学教育初級セミナー,数学教授法概論,数学教育学主セミナ

ー,情報学演習があり,選択科目の中に18個の数学科目もある。また,大学に進学できる中等学校に相当する
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ギムナジュウムの数学教員の養成では,数学教育として2科目が,驚くことに数学としては37科目が必修であ

る。専門学校等に進学することを目的とする中等学校のリアールシューレの数学教員の養成では,数学教育は5

科目,数学は28科目が必修である。これら科目を4年から6年かけて履修し卒業した後に,さらに2年間の現

場実習があり,その上,最終試験を受けて,成績上位者から本採用の教員となっている。やはり,今日の日本で

の数学教育科目の少なさが印象づけられる。

嘆いていただけでは仕様がないので,この問題を解決するために,取り組んでいる内容を次節から紹介する。

Ⅲ　教員養成段階での数学教育学

2001年に筆者が本学に赴任した当時,中等数学科教育を受講している学生31名に,小学校・中学校で実験な

どをしながら数学を勉強した経験があるかを問うと,経験者は0名であった。この授業の受講者は,将来,数学

教育を専門とする先生になろうとしている学生である。その学生が,数学を座学としてしか学んできていない。

2002年4月から施行されている現行学習指導要領には, 「算数的活動」, 「数学的活動」という言葉が目標に付加

されている。これら活動を何も経験していない学生が教員になり,児童・生徒に「活動」させることができると

は思えない。そこで,将来教員になる学生に数学的活動を経験してもらうために,本学附属学校と協同で行って

いる研究成果を織り交ぜながら「活動」を大いに取り入れた講義を試みてきた。

筆者と同僚の渡邊伸樹准教授とで実施している初等算数科教育のシラバスを資料にしたので参照して欲しい。

1年かけるともっと内容を充実できるが,本学では半年単位の授業が原則なので,このようになっている。初等

算数科教育・中等数学科教育の講義では, 1)歴史的観点, 2)認知的観点, 3)教育方法的観点(ICTの利用を

禽める, 4)教育内容的観点の各観点から講義をしている。学生が教員になったときに,自分で算数・数学の内

容を考え,教材を開発し,上手に指導するための基本的内容である。

1)歴史的観点

現在の数学教育の問題の多くは,今,突然起きてきたわけではない。その歴史的経過を明らかにすることで,

解決方法を探すことができる。日本の近代数学教育は, 1872年より始まった。 1900年頃には一定した教育内容

となった。代数関係はドイツ留学した藤沢利喜太郎,幾何関係はイギリス留学した菊池大麓の思想によって内容

が決められた。それぞれの留学先での研究や数学教育を色濃く受けた内容となっている。 1910年代から日本で

も数学教育の改造運動が起こるものの, 1945年の終戦まで彼らの影響は続く。戦後の数学教育史は,学習指導

要領の改訂を時代区分にして語られる場合が多い。しかし,数学教育は学習指導要領だけで規定され進められて

きたわけではない。数学教育学会等の学術団体や民間教育団体が行ってきた研究活動をも含めた時代区分が重要

である。特に近年は,総合学習が盛んであるが,この学習と戦後に行われ8年ほどで消えていった生活単元学習

との相違を明らかにしながら,学生には総合学習の成果を高めるための知見を身につけさせる必要がある。

2)認知的観点

数学教育は0歳から始まるという立場で,幼児教育からの講義内容が必要である。また,認知心理学や教育心

理学からの知見を紹介し,心理学的な研究方法も講義する。例えば,求差型減法はなぜ難しいのか,それはどの

ように指導したら良いかなどを扱う。これは,子どものつまずきを発見した場合にどのように教材研究を行った

ら良いのかの研究方法モデルを提供している。

3)教育方法的観点

小学校1年生用の「分解と合成」教具などを製作させているが, ICTの利用は数学教育では避けて通れないこと

なので,情幸田ヒ社会に対応した数学教育,具体的には,コンピュータやWebの教育利用と遠隔教育について扱う。

日本とドイツの小学校の児童同士でテレビ会議システムを使って「模様の数学」 (これ自体も初等算数科教育
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の中で扱う)を協同学習したときのビデオを視聴させる。この遠隔協同学習は,子ども達にも異文化と出会う機

会を多く与え,その中で創造的な学習を行いながら,創造力を獲得させる教育方法の一つであることを知らせる。

大人なら,研究会や学会等で自分達と違う発想に出会い,討議する機会を得やすいであろう。しかし,学校での

日常の学習場面では,このような機会はほとんどない。そんな学習環境を今日の情報機器を利用すると改善でき

ることを紹介するのである。なお,中等数学科教育ではこれらについて「活動」を通しながら丁寧に指導できる。

4)教育内容的観点

日本の教育内容は, 1955年頃から学習指導要領によって規定されてきた。 50年以上この傾向が続いたために,

教師の中には, 「教育内容は国が決めることで我々が考える必要はない。我々はそれを教える指導方法だけを研

究すればよい」といった考え方が蔓延してしまった。しかし,子どもは本来何ができるのかを調査研究した上で,

時代に応じた教育内容を創り出す必要がある。現行学習指導要領の内容は最低基準という位置づけになったが,

では,それ以上に何をしたら良いかを教師自身が考え出さなければならない。その観点を身につけることが必要

なのである。例えば,文字式を使った代数は何年生から教えるか,曲率は何年生で教えるか,立体の幾何はどの

ように教えるかなどである。さらに,数学が文化とどのように関わってきたのかも教える必要がある。

速さの指導でのつまずきをどのように克服するかを例に教育内容の開発について述べよう。周知の通り,算数

には,昔から指摘されてきているつまずきやすい単元がある。例えば, 5年生の割合や6年生の速さは,その典

型であった。中学生でも,速さを題材にした一次方程式の立式は難しいとされる。

子どもたちがつまずく原因には,一般に,教師の指導方法が適切でない場合があるが,これは,教師自身が気

をつければ何とか解決できる。しかし,もっと深刻なのは,教材の学年配当自体に問題がある場合である。これ

は,教科書を丁寧に説明してもなかなか解決できない。

OHPやパソコンを使って, 「ドラえもん」と「のびたくん」らを登場させ,競争させながら「どちらが速いか

な?」という速さの導入の授業を何回か見たが,これでは,子どもは分からないであろうと思う。これは,つま

ずくリスクを負った指導方法であり,前者の例である。しかし, 「速さ」は,むしろ後者による典型的なっまず

きであると考える。一般に算数の内容は,教育課程にスパイラル方式を採用している。低学年で簡単に扱い,秦

朴的な概念を作り,それを発展させながら上の学年でしっかりと扱うことが多いのである。しかし, 「速さ」と

いう教材に関しては,この法則が適用されておらず,いきなり6年生で扱われる。距離,時間,小数のわり算,

平均を扱った後,準備は整い満を持して「速さ」を扱い,先生は「速さ-道のり/時間」を力説するのであるが,

そのわりに,子どもたちはなかなか理解してくれない。

速さに対する認識は,次に述べるように低学年から少しずつ変化しながら発達してくる。その認識レベルに合

わせて,やはり低学年から「速さ」の学習も積み重ねる必要がある。

1年生にとって,速い,遅いは,ビューやゴーといった音や目の前をサーと通りすぎる様子など,耳や目で捉

える感覚的な存在である。次に, 30 m走のように距離を一定にした場合の,到着順序などで速い,遅いが決ま

ることを体験する。でもまだ速さ自体が量化できる対象であることは分からない。 30 m走の経験を積むと,先

生が計って教えてくれる「**秒」と言う言葉に関心が移る。数字が小さいほど速いことが分かり,何秒かかるか

という,時間による速さの量化が始まる。このような,速さや時間に大変興味がある時期に,速さを測る体験を

させたら良い。

中学年での速さは,測る対象によって測り方が変わる。例えば, 「北風の速さを測ろう」と題して,どのよう

にして測ったら良いかを工夫させてみる。風車の回転の様子から一定時間の回転数で調べたり,写真1 ・写真2

の帆かけ車や転がり車の進む様子から一定距離を何秒で進むかを調べたり,風船の飛んでいく様子から一定距離

を何秒で飛ぶかを調べたりするなど,小学校3年生でも様々なアイデアを出して測定具を工夫しながら速さを量

化するのである。この発想を豊かにするために,風で帽子がとばされるアニメを見せることも良い。試行錯誤を

繰り返し,写真3のように,風船に5メートルの紐をつけ,ぱっと放して紐が伸びきるまでの時間を計る方法が,
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手軽で良いことを見つける子どももいる。ところで,亀の速さを測るのもおもしろい。亀はまっすぐに進まない

ので,距離一定で時間を計る方法は適さない。時間を一定にしてその間にどれだけ進んだかを測る。蛇行しなが

ら進む亀の後に印を付け,後からこの曲線の長さを測るのである。亀は止まっていることもあるが,時間はそれ

にかまわず進んでいるという経験も大切である。この学年では,速さは測られる対象ごとに存在しているので,

亀の速さと北風の速さを比べるということは子どもには意味のない事である。さらに進めば,距離又は時間が違

う場合の比較では,距離か時間のどちらかを揃えるために倍概念を使うこともできる。

以上の経験を積んでから　6年生になれば,速さに関する十分な下地ができているため,速さが「道のり/時

間」で定義されることも理解され,対象に依存して存在していた速さが,一般化された「速さ」になり,いろい

ろなもの同士の速さを自由に比べることができるようになる。

本来は,前述のような体験を低学年から積んで置くのであるが,目の前の6年生はそうではない。そこで,遅

まきながら,巻き尺とストップウオッチを持たせて, 「速さ調べ」をさせたら良い。対象も,カタツムリや芋虫

などの速さや,エレベータやェスカレータの速さなど,子どもの興味を大切にして計測させたら良いであろう。

この様な内容を講義することで,つまずきは確かに存在するが,どうしてつまずくのかを根元まで研究するこ

とが,新しい教育内容の開発につながっていくことを理解して欲しいと願っている。

写真1帆かけ車による測定　　　写真2　転がり車による測定　　　　　写真3　風船による北風の速さの測定

Ⅳ　現職教員の再教育での取り組み

ここでは,現職教員の再教育について,大学院の場合や官制の教員養成の場合,私的な研究会の場合の事例を

紹介したい。

1.大学院での現職教員の再教育

2節で学部授業の実態を紹介したよ

うに全く時間が足りない。そこで,学部

卒業後のケアを真剣に考えるべきであ

り,現職教員の再教育に大学教員が果た

す役割と責任は大きい。本学では2006

年度より現職教員向けの大学院の授業

を開講した。これらは,正規大学院生と

ならなくても科目等履修生制度を利用

して大学院の授業科目を受講できるよ

うにと,夜間・土曜日の開講である。現

表1 2007年度開講科目

算 数 一致等 串├故

算数 I数学 科故 青票 践純 輪 本 葉の現場の教育 (研究) の在 り方 をl
】算数.数学教書革の奥深さ0}理解歴史 的 . 認知 心理 学的 . 教 育学的 .数 学
〔現場で必要な知紐 .揖宿0]瞳婦lj 的 .脳科 学的等 の背景 を輯 りなが ら、捧
を目指して】 得す る0

算 数 u数学 科教 育 実 践演 習 小学校 の教員 は中学校ま でl 中学校 の
動員 はJJく学校 まで の数 学〔算数〕jluキユラム盈

育実 践 講 座 】算数.数学小 .申l 昌m fi リキユぴ教材 の開発 力 が必須で ある そ > で
】買±昌で活きる ラム.教岸間葉方法0)会得を目指 ffl ノ O 」 .、

小 、中学 生が革 当の学力 を酔 捧で き る
ME]th マエコートロ I T - 、

真の カ リキュ ラム . 教材開発 を琉習 を行
養成】 うことか ら体得す る.

算 数 u敷 革串├⊇教育 事 例研 究
小学校 の教員 は中学校ま で, <t>学校 の

熱員 は小学棟 ま での数 学〔算数 )教育 実践
l 子どもが買的に発展する算数 .致を行 える力量が必 要が あるe そ こで さ
単教書の実践方法の捧碑を日指ま ざまな実践事例 を検討す る ことか ら
して】 数学 く算数 } 教育 の実践 と壮 どの よ うで

あ るべきかを検討す るU

職教員のための数学教育に関する科目を表1に示した。この3科目を履修した学校教員は,大学から数学教育分

野のマエストロとして認定される。
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算数・数学科教育実践総論が設置されたのを機会に,数

学教育学の各分野を受講できるようにと,表2のように関

西在住の数学教育学会会員を中心に講師を依頼し,それぞ

れの専門領域についての講義をお願いした。 2006年度に

は5名の現職教員が科目等履修生になり,内3名が1年間

履修した。前期の授業内容をもとに,後期の実践演習では,

各自がテーマを決め実際の授業を行った。この3名は,演

習で得られた結果を数学教育学会の研究会等で発表する

までになった。安田(2007)は,小学校4年生に分数をどの

ように導入したらよいかをテーマにした。子どもたちが生
写真4　大学院での講義の場面

活経験の中で獲得している素朴的な分割概念をてこにし

て,授業者が決めた単位を使いながら量分数から数直線への移行をスムーズにする授業実践を行い,新しく開発

した分数指導の有効性を実証的に研究できた。田口(2007)は,中学校2年生を対象にして,指導が難しいとさ

れている幾何の論証の有効な指導方法

をテーマとした。公理・定義を定め,

定理を積み上げるという,ユークリッ

ド流の小さな体系を作り,それを丁寧

に指導することで, 「論理的に証明す

る」ということ自体を理解させようと

した。その結果,論証問題で,何も書

けない,何も書かないという答案が減

り,仮定と結論を書き,証明しようと

する生徒が多くなったことを報告して

いる。寺本(2007)は,日タイ遠隔協同

総合学習の成果をテーマとした。テレ

ビ会議による交信授業では, 「発表を受

ける立場」で創造性因子の拡散性や論

理性,積極性が向上し, 「発表する立場」

で向上する因子と違うことから,交信

授業では,この二つの立場を経験させ

ることが良く,さらに,この経験の後

に3回目の交信授業を行う方法の有効

性を提案している。

短期間の講義なのでまだまだ不十分

表2　2007年度授業計画の一部

【授業名】幕政・鞍学科鞄青実韓群論∈前期〕
SJ3 …迅ヨHEыE3酢sa試迂佃.шiilчnm調い・ EiSEa莊御ヨ子wmx

【可 日撫 操業テl lT 内密 担当者

1

4 月14 H (土ァ オLIエンテl シ訂ン 講座の概要現開く動学教育の 守員】岨司 {本学敬且}

13二tю 蝣14:3 0 本束のあり方 (姿卸 にJI)ど

て】

I渡邉伸細 休 學藝B J

盟
4 R i4 日 ε土)

14～Α5一、16:15

数学戟善Q}評t6 教学教育における評価に,つ

いて

守屡渡す.I(本学乱用

3

4 月28 B (土I 指導要領.歓科書と教学 棺環実朝l教科書と実際の政 克都市教育章且会稽齎主事

13:00、1-1:30 載育 .i 革帯青のありかたについて

寄 る小学校を中心に)

4

4 H 28 日 〔上ー 指導者額.教科書と故事 指導葉蘭.教科雇と乗取の故 京都府教育垂且会摘草主事

14:45.一一1即15 教育 2 革教育のありかたについて

等 〔中学蛇を中心に}

5
5月 12 日(土〕 革Γ事故有の研究.rE 臨の 本来の敦等教育の研究▼葉酸 帯蝿輔

娼=Ф0~ 14:30 ありかたl f総論J q>あり方についての沫弟 りヒ庭師私大宰客且動員}

6
bR i2 a <土ー

14:46-ゝ 16:is

丁
5月26 a (土) 教學藝骨q}研究.寒鷹の 政争@ 青の研究.突端こつい 船題俊介

13:00 -も143 の ありかた2 (教理捗鎮軸 て、牡要理】監醜からのア-J ロ {神戸Ar学載且〕

8
6月26 日 (土I

14:4 5~ 16:i6

から). l チを行う

督
6 月10 0 (t l+ 歎聾教育の研究.実班の 改善共有の研究.栗餌こllい 鼎田恭史

13二oo~ 14:30 ありかた3〔摩科挙から} て1脳科学からのアプローチ ζ値愚夫学教員)

10

GlR ID 田.l〔土事

14:4 5 -16:it

乾草教育の研究l辞缶を

執事でいかす来缶 用、学

校の現場について}

を行う

ll
G R 23 R i土) 歎.学軽骨の研究.実践の 牧草戟有の研究.親戚に.ついl鈴木正BE

13 :0 0- 14Γ30 ありかた.4 (鞍育現場に .て、戟育現場における教育改 l大阪教育大学盤且〕

1盈

6 月23 n (土) おける教育改革Q}取り 革d}中り組み1蒙青W ffi シュ

14:4 B~ 16:1 5 強みA戟骨幹軒シユチム テムlの葉蹄からアプロ】チ

.ぬ実額から} を行う

13
T R I4 日∈土, 漫筆ポг音の研究-肝一環を 話等敢官の研究を典昭の現 卸本曹

13:{用...ー14 3̂ 0 現蜂でいかす業際t中学

控提場にJr]いて}

場に活かす展豊について {関西国際大学教員)

14
T S 14 I I土}

14 :45一一IE:IE

It,

T R ミS B (土ー

13 [ю～lヰ=釦

ま.とめ まと田 守屋敵司 亡本学敦即

践邉伸桝 亡本学教員】

な点はあるが,現職教員に対して数学教育研究の方法と論文のまとめ方の指導が一通りできたと考えている。今

後,これら科目の履修者が増えることで,学校現場で働く数学教育学研究者の育成が可能である。

2.教育委員会主催の教員研修での再教育

2006年8月に兵庫県の小・中学校算数・数学科教育指導講座の全7コマの内の1コマ分の講師を務めた。残

りのコマは指導主事が講義と実習を行っている。生活とのつながりを生かす授業作りがテーマであったので,醍

在の数学教育の課題と,その打開策の一例として赤道型日時計作成の実習を行った。 2時間の講義だったが,参

加者や一緒に講義を聴いていた指導主事から大好評であった。そのせいか, 2007年度の講師も依頼され,今度
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は2日間合宿で90分×8コマ全てを任されることになった。従来は,実習といっても,教師が2学期に使う予

定の学習指導案を書き,相互検討会を行うという内容であった。しかし,今年度はそれをやめて,先生方に教材

の製作活動を徹底的に体験してもらった。内容は,主に幾何を扱い,横地(2004,明治図書) 『小学生に幾何学

を教えよう』も参考書とした。先生方に持参してもらった物は,直定規(30cm),三角定規,分度器,コンパス,

はさみ,糊,色鉛筆(12色),サインペン,ジャガイモ3個,リンゴ1個,新聞紙1部,カセットテープの透明

ケース。さらに,研修所では,先の参考書,大豆,竹串,画用紙,地球儀(100円ショップで購入できる小いも

の),ナイフ,セロハンテープを参加人数分を揃えた。担当指導主事は,これで何をするんだろうと考えていた

そうである。 20名の定員であったが,兵庫県各地から小・中学校合わせて44名の申込者があり,ほぼ全員が,

研修所宿舎に宿泊した。

研修内容は,現在の数学教育の課題(講義),数の分解と合成教具の製作(数の導入),赤道型日時計の製作

(空間の幾何),正方形模様の作成(群論の初歩),ヨーロッパで見つけた科学者・数学者(講義),滑り台の製

作(平面から立体へ),ワゴンカーの製作(立体幾何, 2面角と拡大図),兵庫県を北極にした地球儀作り(球面

上の幾何)である。作業を中心とした研修は,先生方にとって初めての経験であった。皆,真剣に取り組み,研

修時間が終わっても, 1時間余り,熱心な先生方の質問攻めに合った。先生方が,教科書には載っていない,こ

のような数学教育を欲しがっていることを強く感じた。ただし,授業実践が行えるようになってもらうためには,

やはり学習指導案の作成や模擬授業まで経験してもらう方が良いと反省し, 2008年度では, 2　日目の午後にそ

れらを入れる計画である。欲を言えば,実際に実践した内容を皆で討議できる機会があれば,もっと効果的な研

修になるであろう。

以上で扱った研修内容は,本学の初等算数科教育,中等数学科教育の講義で扱っている内容から選んでいるが,

オリジナルは数学教育学会会員がそれぞれに開発してきた教育内容や教材であり,研究者には特別に珍しいとい

う内容ではない。しかし,鈴木(2006)が指摘する「教科書はバイブルに近い存在になっている」学校現場の敬

員や指導主事には,目から鱗の内容や教材なのである。なお,教科書のバイブル化の件に関して,驚くことに,

従来から文科省寄りだった研究者からも「教科書から1ミリも外れないことに汲々としている」 (伊藤(2007))

と,やっと批判が出てきた。ここまで言わせるほど,学校現場の実態は画一化が進んでしまったのである。
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写真13　リンゴを使った緯度・経度の学習 写真14　兵庫県を北極とした地球儀作成

3.私的な勉強会での継続的教育

私が指導した学生や学校教員を中心として継続的に山形県で毎年勉強会を開催している。本学に転勤してから

は,年1, 2回の1泊2日で行っている。横地氏は指導者として何回も参加されている。近年は私以外にも,濾

邊伸樹氏(京都教育大学准教授),岡部恭幸氏(大阪大谷大学准教授)が講義を担当される。勿論,参加の先生

方も研究発表をする。後藤(2006)は,この勉強会を例にして教員研修の内容と方法について,講演内容を生か

した何らかの活動や作業,模擬授業をするなど,参加者自身の「出しがある」ことで参加者の学習成果も現れて

しまうのが特徴で,そのため教師も必死で勉強する。官制の研修のように参加することに意義があり,参加者に

どれだけ実力が付いたかが評価されない研修とは大いに違うと述べている。毎回が厳しかったこの勉強会の参加

者から学校現場の研究者も育ってきた。藤井克澄氏,丹野芳弘民らは,明治図書から出版された教員用書籍に多

く執筆している。丹洋一氏,加藤卓氏,後藤学氏,長滞義博氏は書籍への執筆の他にも,研究論文が学会誌等に

掲載されるまでに実力が付いてきた。例えば,加藤(2005)は,この研修会で学んだ内容を元にして小学校1年

生に曲面体を指導している。空間の位置と曲率の概念,さらに骨格・筋肉について体系的に指導すると,小学校1

年生でも写真17・18に見られるような作品を創作できることを示した。
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写真15　勉強会の様子

写真17　研修内容を教育実践する

写真16　渡邉准教授も教材を作成する

写真18 1年生の作品

Ⅴ　おわりに

現在の教員養成での課題を指摘し,算数や数学を教える教師になる学生に対して初等算数科教育で何をどのよ

うに教えたら良いか,また,卒業後の現職教員へのケアはどのようにしたら良いかについて,私なりの試みを述

べてきた。現在の問題点は,やはり学部での指導時間が少ないということである。特に初等算数科教育は半期2

単位しかない。やはり1年間かけて教えたいし,教えなくては,きちんとした授業ができる授業力のある小学校

教員になれないであろうと考える。

横地(1980)は, 「日本における数学教育の研究は,余りに長く,因習的であり,管理の末端を充足するという

形態を続けた。　　　　　。数学教育学の研究者にしても,開拓の努力を続けるよりは,管理の末端の充足で,

身を固め,安住する方がよいという傾向が,依然として強く存在する」と厳しい指摘をしている。しかし,これ

は真摯に受け止めなければならないであろう。そして,数学教育学関係者は,横地(1978) 「数学教育の実践は,

学校での子どもと教師の鋭い切り結びだけに閉じるのではなく,それを支えている社会的・経済的背景との対決,

数学的内容を初め,教場での授業にかかわる細部の諸問題との対決なども含んだ」,広い意味での実践を行う必

要がある。
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